
　
「
血
圧
が
130
以
上
は
高
血
圧
で
す
」
と

い
う
Ｃ
Ｍ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
平
成

22
年
度
の
下
呂
市
特
定
健
診
で
は
、
な
ん

と
受
診
者
の
２
人
に
１
人
が
130
以
上
の
高

血
圧
で
し
た
。
ご
自
分
の
血
圧
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

　

皆
さ
ん
は
最
近
血
圧
を
測
り
ま
し
た

か
？
自
宅
、
医
療
機
関
、
職
場
な
ど
で
測

る
方
が
増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
中
で
「
病
院
で
測
る
と
高
い
」、

「
家
の
ほ
う
が
高
い
」
な
ど
色
々
な
経
験

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
血
圧

測
定
の
場
が
増
え
た
こ
と
で
１
日
の
う
ち

の
血
圧
変
動
に
も
、
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
仮
面
高
血
圧
」

　

こ
の
高
血
圧
は
昼
間
に
測
る
外
来
血
圧

は
正
常
で
、
朝
や
夜
に
自
分
で
測
る
と
高

血
圧
に
な
り
ま
す
。
40
歳
以
上
の
約
10
％

が
仮
面
高
血
圧
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
な
ど
で
の
血
圧
測
定
が
高
血
圧
の
発

見
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
仮
面

高
血
圧
に
も
次
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

①
早
朝
高
血
圧　　

他
の
時
間
帯
よ
り
も

早
朝
血
圧
が
高
い
（
早
朝
に
測
定
し
た
血

圧
平
均
値
が
135
／
85
㍉
Hg
以
上
）
場
合
に

早
朝
高
血
圧
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

に
は
夜
間
か
ら
の
高
血
圧
が
続
い
て
い
る

タ
イ
プ
と
、
朝
方
急
に
血
圧
が
上
が
る
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科
（
急
病
患

者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

12
・
1
月
の
担
当
医

12 月
4
日
（
日
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

11
日
（
日
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

18
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

23
日
（
　
）
藤
岡
　
均
（
藤
岡
医
院
）

25
日
（
日
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

31
日
（
土
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

1 月
1
日
（
　
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

2
日
（
　
）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

3
日
（
火
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

8
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

9
日
（
　
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

15
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

22
日
（
日
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

29
日
（
日
）
二
村
　
克
（
二
村
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
12
月
11
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　
せ
ん
。
下
呂
温
泉
病
院
を
受
診
く
だ
さ
い
。

自
分
の
血
圧
を
知
っ
て
、
高
血
圧
を
防
ぐ
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月
・祝

金
・祝

日
・祝

月
・振

成人における血圧値の分類（mmHg）

180

160

140
130
120

80　85　90　　100　　110

Ⅲ度高血圧

Ⅱ度高血圧

Ⅰ度高血圧

正常高値血圧
正常血圧

至適血圧

　

②
夜
間
高
血
圧　　

睡
眠
中
に
十
分
に
血

圧
が
下
が
ら
な
か
っ
た
り
夜
間
に
血
圧
が

上
が
っ
た
り
し
て
、
朝
も
血
圧
が
高
い
ま

ま
の
タ
イ
プ
で
す
。
睡
眠
中
も
血
管
や
心

臓
に
負
担
が
か
か
り
続
け
て
い
る
た
め
、

血
管
障
害
や
臓
器
障
害
が
進
行
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
睡
眠
時
血
圧
を

測
定
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
確

認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

③
ス
ト
レ
ス
下
高
血
圧　　

同
じ
昼
間
の

外
来
血
圧
は
正
常
で
も
、
職
場
や
家
庭
の

ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
昼
間
の
血

圧
が
高
い
（
血
圧
平
均
値
が
135
／
85
㍉
Hg

以
上
）
タ
イ
プ
で
す
。
職
場
高
血
圧
の
場

合
、
血
圧
測
定
の
機
会
が
少
な
く
見
過
ご

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
職
場
で
の
血

圧
測
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

高
血
圧
は
、
特
に
自
覚
症
状
が
な
い
た

め
気
づ
か
な
い
う
ち
に
臓
器
や
血
管
を
傷

つ
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
自

分
の
身
体
の
状
態
を
確
認
す
る
ひ
と
つ
の

手
段
と
し
て
、
家
庭
用
血
圧
計
を
活
用
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
血
圧
値
の
高

い
・
低
い
は
、
ご
自
身
で
は
な
く
主
治
医

に
判
断
を
仰
い
で
く
だ
さ
い
。
健
康
診
断

の
結
果
等
で
医
療
機
関
受
診
が
勧
め
ら
れ

た
場
合
も
、主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
生
活
習
慣
や
食
生
活
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
ぜ
ひ
各
地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



　

人
間
関
係
の
不
安
や
悩
み
が
あ
る
・
ひ

き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
・
ア
ル
コ
ー
ル

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
・
高
齢
者
の
行
動

で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
―
こ
ん
な
と

き
、気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
専
門
医
・

保
健
師
に
よ
る
相
談
（
午
後
１
時
30
分
～

３
時
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
の
電
話

予
約
が
必
要
で
す
。

●
飛
騨
保
健
所
健
康
増
進
課

　

０
５
７
７
‐
33
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

●
12
・
1
月
の
開
催
日　

12
月
12
日
（
月
）
下
呂
保
健
セ
ン
タ
ー

1
月
23
日
（
月
）
萩
原
保
健
セ
ン
タ
ー

やけどのはなし

　

子
育
て
支
援
予
防
接
種
事
業
で
は
、
妊

婦
の
方
、
生
後
６
ヶ
月
以
上
中
学
３
年
生

以
下
の
方
を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
料
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

（
補
助
額
１
回
に
つ
き
２
１
０
０
円
）。

　

補
助
に
よ
る
接
種
に
は
事
前
に
各
保
健

セ
ン
タ
ー
で
予
診
票
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。交
付
日
程
は
左
表
の
通
り
で
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
精
神
保
健
相
談
）  
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12 月の予診票交付日

萩
原

毎
週
火
曜
日

13
時
～
17
時

小
坂

毎
週
木
曜
日

９
時
～
12
時

下
呂

毎
週
水
曜
日

13
時
～
17
時

金
山

毎
週
火
曜
日

９
時
～
17
時

予
防
接
種
予
診
票
の
交
付
日
程

　

や
け
ど
を
負
う
機
会
が
多
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
日
常
、
起
こ
り
う
る
や
け
ど
の
治

療
に
つ
い
て
の
話
で
す
。

●
や
け
ど
の
程
度　

Ⅰ
度
熱
傷
は
、
皮
膚
の

表
面
が
赤
く
な
る
程
度
で
、
Ⅱ
度
熱
傷
は
、

水
疱
が
で
き
た
熱
傷
で
す
。
こ
れ
は
、
処
置

を
誤
る
と
容
易
に
Ⅲ
度
（
深
い
や
け
ど
）
に

移
行
し
低
温
熱
傷
も
多
く
は
Ⅲ
度
で
す
。

●
治
療
の
原
則　

消
毒
は
し
な
い
。
水
道
水

で
洗
う
。
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
ラ
ッ
プ
な
ど

で
覆
う
。

●
ま
ず
水
洗
、
冷
却
を　

や
け
ど
が
ひ
ど
く

な
る
（
深
く
な
る
）
の
は
、
熱
に
よ
る
影

響
が
ど
れ
だ
け
続
く
か
に
よ
り
ま
す
。
熱

を
出
来
る
だ
け
早
く
取
り
除
く
こ
と
が
重

要
で
、
冷
や
す
の
は
最
初
の
十
分
間
が
大
切

で
す
。
さ
ら
に
冷
水
で
冷
や
す
の
は
、
痛
み

を
和
ら
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
冷
や
し
な

が
ら
移
動
す
る
と
き
は
、
水
と
氷
を
入
れ
た

袋
を
当
て
て
冷
や
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
消
毒
は
厳
禁　

消
毒
薬
は
、
皮
膚
の
細
胞

の
再
生
を
抑
え
て
し
ま
う
と
と
も
に
、
本
来

皮
膚
が
持
っ
て
い
る
細
菌
に
対
す
る
抵
抗
力

を
奪
い
、
細
菌
感
染
を
助
け
て
や
け
ど
を
深

く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
汚
れ
は
水
道
水
で
洗

い
流
す
だ
け
で
よ
い
の
で
す
。
水
道
水
に
よ

る
水
洗
に
勝
る
消
毒
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
水す

い
ほ
う疱
の
処
置　

水
疱
（
水
ぶ
く
れ
）
は
、

傷
を
保
護
す
る
働
き
が
あ
る
の
で
で
き
る
限

り
破
ら
な
い
よ
う
に
、
無
理
に
衣
服
を
脱
が

す
。

●
塗
り
薬
は
使
わ
な
い　

軟
膏
な
ど
は
、
汚

い
痂か

ひ皮
（
か
さ
ぶ
た
）
を
形
成
し
、
細
菌
の

繁
殖
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
民
間
療
法
は
危
険　

ア
ロ
エ
や
ま
む
し
焼

酎
は
、
Ⅰ
度
の
や
け
ど
で
は
少
し
は
冷
や
す

効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
感
染
予

防
、
皮
膚
再
生
の
点
で
問
題
が
あ
り
ま
す
。

●
病
院
受
診　

Ⅱ
度
以
上
の
や
け
ど
は
、
水

洗
後
、ラ
ッ
プ
で
覆
え
る
と
こ
ろ
は
覆
っ
て
、

水
と
氷
を
入
れ
た
水
袋
で
冷
や
し
な
が
ら
病

院
へ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
金
山
病
院
で
は

湿
潤
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

下
呂
市
立
金
山
病
院　

院
長　

古
田
智
彦

せ
て
水
疱
が
破
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
水
疱
が
破
れ
た
ら
水
洗
の
後
、

料
理
用
ラ
ッ
プ
で
覆
い
、
そ
の
上
か
ら
冷
や

し
な
が
ら
病
院
へ
。

●
湿
潤
療
法
（
ラ
ッ
プ
療
法
）　

傷
が
治
る

た
め
に
は
、
乾
燥
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
傷
を
水
洗
し
た
の
ち
、
ラ
ッ
プ
で
覆
う

と
細
胞
の
再
生
の
た
め
に
必
要
な
傷
か
ら
染

み
出
し
た
水
分
が
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
保
た

れ
、
皮
膚
の
再
生
を
早
め
ま
す
。
ガ
ー
ゼ
な

ど
で
覆
う
と
こ
の
大
切
な
水
分
が
、
ガ
ー
ゼ

に
吸
収
さ
れ
傷
が
乾
燥
し
て
し
ま
い
、
細
胞

が
生
き
て
い
く
環
境
が
失
わ
れ
ま
す
。
ガ
ー

ゼ
は
、
は
が
す
時
と
て
も
痛
い
の
で
す
が
、

ラ
ッ
プ
は
は
が
す
時
痛
み
が
抑
え
ら
れ
ま

　

な
お
、
国
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
の
終
了
に
よ
り
、
非
課
税
世
帯
へ
の
接

種
料
金
の
全
額
助
成
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種
（
平
成
７

年
６
月
１
日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
対
象
）
に
つ
い
て
の
予
診
票
、
な
ら
び

に
下
呂
市
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
緊
急
助
成
事
業
に
よ
る
、
対
象
予
防

接
種
（
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
）の
予
診
票
の
交
付
に
つ
い
て
も
、

上
表
の
日
程
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

交
付
の
申
請
に
は
、
医
療
受
給
者
証
な

ど
住
所
・
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
、
母

子
手
帳
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

日
程
以
外
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
各
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。分

娩
及
び
産
婦
人
科
外
来
を

1
月
か
ら
再
開

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間

休
止
し
て
い
ま
し
た
「
分
娩
及
び
産
婦

人
科
外
来
」
は
、
平
成
24
年
１
月
か
ら

再
開
い
た
し
ま
す
。
診
療
は
常
勤
産
婦

人
科
医
師
２
名
に
よ
る
体
制
で
す
。

　

詳
細
は
、
産
婦
人
科
外
来
（　

25
‐

２
８
２
０
・
内
線
７
７
２
５
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
呂
温
泉
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ


